
 

平成２６年７月３０日 

報道機関 各位            

                            熊本大学 

‐テーマ展示 大宰府へつながる官道の開催について‐ 

 

熊本大学は県下有数の遺跡の上に立地しています。埋蔵文化財調査センターは開発工事

に伴い、構内遺跡の発掘調査を行っており、調査の結果、黒髪キャンパスには古代の肥後

国府と大宰府を結ぶ官道（国家が整備した道路）と思われる道路があることがわかりまし

た。このたび、構内遺跡を出発点として、古代の官道の特徴や性格について理解を深めて

いただくべく、「大宰府へつながる官道」を開催することにいたしました。 

広く一般の方へお知らせいただくとともに、開催期間中の取材方、よろしくお願いいた

します。 

記 

 

【日  時】平成 26 年８月６日（水）～10 月 20 日（金）10：00～16：00 

      （入館は 15：30 まで） 

      休館日：火曜日・８月 14 日（木）～17 日（日） 

【場  所】熊本大学五高記念館 企画展示室 

【対  象】一般 

【参 加 費】無料 

【申込方法】不要 

【内  容】 発掘調査によって掘り出された官道を通して、奈良・平安時代の九州に張

り巡らされた交通システムの実態に迫ります。 

展示では、熊本大学に所在する黒髪町遺跡群をはじめ、熊本市内および福

岡県内に所在する古代官道が発見された重要な遺跡を取り上げ、その道路の

時期や特徴について考えます。またこれらの遺跡で出土した文字の書かれた

土器や瓦、硯など、普通の遺跡では出土しない遺物を展示し、遺跡の特殊性

について説明します。 

同時に九州各県の、官道の発見された代表的な遺跡を写真によって紹介し、

官道が南九州や壱岐を含む九州各地に整備されていた実態を示して、官道が

どうして整備されたのか、その意味について理解を深めていただきます。 

合わせて、平成 25 年度に熊本大学埋蔵文化財調査センターが実施した発掘

調査の成果の展示も行います。キャンパスから出土した縄文時代や明治時代

の遺物や調査成果を紹介します。この中には、本年５月に縄文人骨が出土し

て話題になった遺跡から出土した縄文土器もあり、間近にご覧いただけます。 

 

※詳しくは別紙チラシまたはホームページをご覧ください。 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/organizations/maibun/ 

 

【お問い合わせ先】 

熊本大学埋蔵文化財調査センター  

担当：松田 

TEL：096-342-3987(直通) 

 

国立大学法人熊本大学 






